
○地域とともに歩む公立大学として、地域・社会連携の諸活動はきわめて充実している。研究活動の活性化や、その財政基盤となる外部資金の獲
得に向けては組織的な対策が講じられているところから、今後、その努力が結実することを期待したい。

○教育と地域・社会貢献という項目に関しては優れた成果を出していると考えられる。一方、大学院の定員の確保や査読付き研究論文の増加、科
学研究費の獲得にはまだ改善の余地があると考えられる。大学の効率的な運営を進められ、教育・研究・社会貢献において特色を発揮していただ
きたい。

○結果として大学の自己評価と同じになったが、総じて各分野で着実な取組がなされているものと評価した。

○大学全体としては高い評価ができると思った。ここ数年のコロナ禍の元で、諸々の問題に対し、目標を立て、改善策を講じ、達成する努力をし
ていると感じた。
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